[bookmark: _GoBack]様式第1号(第3条関係)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表)
	公共下水道事業受益者申告書

　さくら市下水道事業　さくら市長　　　　様

　さくら市公共下水道受益者負担に関する条例施行規程第3条第1項の規定により、次のとおり申告します。
　ただし、次表権利者欄に記名押印したものについては、当該土地の地積についてのみ、土地所有者にかわって当該権利者が受益者の地位でこの申告をいたします。

年　　月　　日
	負担区名
	　
	整理番号
	　

	
	土地所有者
	住所
	　

	
	
	氏名
	(フリガナ)

	
	
	
	


外共有者　　　　　　　　　人

	
	
	電話番号
	　　　　―　　　　―　　　　


　　　　　※裏面をお読みの上、記入してください。
	所有地
	左記の土地に権利が設定されている場合にのみ記入してください。

	番号
	土地の所在
	地目
	用途
	地積(m2)
	該当番号
	権利の種類
	地積(m2)
	権利者

	
	市名
	地番
	枝番
	現況
	台帳
	
	
	
	
	
	住所
	氏名
	電話番号

	1
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	2
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	3
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	5
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	6
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	7
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	8
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	9
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	10
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	合計　　　　　　　　(　　　　　　　　筆)　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　



(裏)

申告するときの注意事項

(1)　この申告は、負担金の「賦課対象区域」として公告された区域内の土地の所有者が受益者として申告するものです。
(2)　上記の土地について地上権、質権、使用貸借権又は賃借権が設定されている場合(一時使用の場合は除く。)は、それぞれの権利者が受益者となり申告することになります。この場合は、必ず所有者と連署してください。
(3)　申告のない場合は、土地の所有者に賦課されますから御承知ください。また、申告の内容が事実と異なる場合は、認定により課せられますから正しい申告をしてください。
(4)　同一の土地について2人以上の所有者又は権利者がある場合は、代表者を選定してください。なお、所有者又は権利者は、それぞれ所定の欄に連署してください。
(5)　「土地の所在」欄には、土地の所在地を地番ごとに記入してください。もし土地区画整理事業による仮換地の指定のある土地は、仮換地先の所在仮換地地番を記入してください。
(6)　「地目」の欄には、宅地、田、畑、山林、原野等公簿に従って記入してください。
(7)　「地積」の欄には、土地の面積を公簿による平方メートル(1坪3.30578512平方メートルで1筆当たりは小数点以下2位まで、以下は、切捨てになります。)で記入してください。土地区画整理事業による仮換地の指定地のあった場合は、仮換地の面積を前記の要領で記入してください。
(8)　権利者の「該当番号」欄には、左欄の該当する所在地の番号を記入してください。
(9)　「権利の種類」の欄には、地上権、質権、使用貸借権、貸借権(普通の借地の場合は、これが大部分)の別を記入してください。
(10)　「備考」の欄には、地積などが現況と異なる場合、又はその所有権の移転登記がなされていない場合等について、その理由やその他の参考になる事項を記入してください。
(11)　この申告書の提出後、受益者に変更があった場合は、速やかに公共下水道事業受益者異動申告書を提出してください。
(12)　この申告書は、　　年　　月　　日までにさくら市上下水道事務所下水道課へ提出してください。


